
 
                          

Press Release  
 
 
 

 

報道関係者 各位 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度輸入食品監視指導計画に基づく監視指導結果及び 

平成２２年度輸入食品監視統計の公表について 

 

 

今般、平成２２年度輸入食品監視指導計画に基づく監視指導結果及び 

平成２２年度輸入食品監視統計を別添１及び別添２のとおり取りまとめ、

下記のホームページに掲載したのでお知らせします。 

 

記 

 

       輸入食品監視業務ホームページ： 

      http://www.mhlw.go.jp/topics/yunyu/tp0130-1.html 
 

 

 

 

（参考）平成２２年度輸入食品監視指導計画に基づく監視指導結果の概要 

 

 

 

平成２３年 ９月 ９日 

【照会先】 

医薬食品局 食品安全部 

（輸入食品監視指導計画関係） 

監視安全課 輸入食品安全対策室 

(担当・内線) 室長  道野 （２４９５） 

大田、岡崎 （２４９７、２４９８） 

(電 話 代 表)  ０３(５２５３)１１１１ 

(電 話 直 通)  ０３(３５９５)２３３７ 

(F A X)  ０３(３５０３)７９６４ 

 

（輸入食品監視統計関係） 

企画情報課 検疫所業務管理室 

(担当・内線) 室長  坂本 （２４６１） 

              蟹江、新井（２４７０、２４６４） 

(電 話 代 表)  ０３(５２５３)１１１１ 

(電 話 直 通)  ０３(３５９５)２３３３ 
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 １. 輸入食品監視指導計画とは  

輸入食品等について国が行う監視指導の実施に関する計画（食品衛生法（以下

「法」という。）第２３条）をいう。 

【目的】国が、輸入時の検査や輸入者の監視指導等を重点的、効果的かつ効率的に

実施することを推進し、輸入食品等の一層の安全性確保を図る。 
 

 ２. 輸入食品等の監視指導の基本的な考え方  

食品安全基本法第 4 条（食品の安全性確保は、国の内外における食品供給行程

の各段階において適切な措置を講じることにより行わなければならない）の観点

から、輸出国、輸入時及び国内流通時の 3 段階での衛生確保対策を図るべく計画

を策定し、監視指導を実施する。 
 

 ３. 重点的に監視指導を実施すべき項目の実施結果  

［ ］カッコ内は平成２1 年度の数値 

 

（１）輸入届出時における法違反の有無の確認 

届出件数約 200 万件［約 1８２万件］、届出重量約 3,1８０万トン［約 3,060

万トン］について、法に基づく規格及び基準等への適合性について審査を実施。 

（２）モニタリング検査※1（※件数については延べ数） 

① モニタリング計画：85,018 件［83,418 件］ 

② 実施件数：88,78８件［87,103 件］（実施率：約 104％［約 104％］）、

うち違反件数：182 件［176 件］ 

（３）検査命令※２ 

① 全輸出国の 16 品目及び 3４カ国・1 地域の１３１品目（平成 23 年 3 月

31 日現在） 

② 実施件数：118,721 件［110,308 件］（延べ 232,748 件［延べ 201,908

件］）、うち違反件数：延べ 384 件［延べ 394 件］） 

（４）違反状況 

① 違反件数：1,376 件［1,559 件］（違反率：届出件数の 0.1％［0.1％］、検

査件数：約 25 万件［約 23 万件］） 

（違反延べ件数：微生物規格 2８９件［273 件］、残留農薬 272 件［309 件］、

腐敗、変敗、カビの発生 2２１件[325 件]、添加物 1９９件［188 件］、有

害・有毒物質及び病原微生物 1８６件［146 件］、器具、容器包装規格 124

件[160 件]、残留動物用医薬品 7６件［105 件］、おもちゃ規格 18 件[48

件]、他４９件［87 件］、計 1,434 件［1,641 件］） 

② 違反は積み戻し、廃棄等の措置 

平成 2２年度輸入食品監視指導計画に基づく監視指導結果の概要 

 



 

 

（５）海外情報等に基づく緊急対応 

中国において八角に食中毒を引き起こすおそれの高いシキミを混入させ、八

角として販売している情報、イギリスにおいてビールにガラス片混入のおそれ

のある製品の回収、ドイツにおけるダイオキシンに汚染された飼料由来の鶏卵

等の汚染による回収等の問題について、輸入時の監視体制の強化及び国内の流

通状況の調査を行い、輸入実績が確認された場合には、回収等の措置を指示し

た。 

 ４. 輸出国における衛生対策の推進  

（１）検査命令対象品目やモニタリング検査強化品目について、輸出国政府に対し

て衛生管理対策の確立を要請した。 

（２）二国間協議や現地調査等を通じて農薬等の管理・監視体制の強化、輸出前検

査の推進を図った。 

例：中国産野菜の残留農薬、米国産牛肉の BSE、タイ産野菜の残留農薬など 

（３）包括的輸入禁止規定※３ 

包括的輸入禁止規定の発動対象となる品目はなかった。 
 

 ５. 輸入者への自主的な衛生管理の実施に関する指導  

［ ］カッコ内は平成２1 年度の数値 
 

（１）輸入前指導（いわゆる輸入相談） 

品目別相談件数 34,479 件［34,245 件］、うち違反該当件数 426 件［310

件］(延べ 646 件［延べ 417 件］) 

（２）初回輸入時及び定期的自主検査の指導 

（３）輸入者等への食品衛生に関する知識の普及啓発として、各検疫所において説

明会等を開催 

 

※1：食品の種類毎に輸入量、違反率等を勘案した統計学的な考え方に基づく計画的な検査 

※2：違反の可能性が高いものについて、輸入の都度、検査を厚生労働大臣が命令し、検査に合格しなけれ

ば輸入・流通が認められない検査 

※3：危害の発生防止の観点から必要と認められる場合、検査を要せずに厚生労働大臣が特定の食品等の販

売、輸入を禁止できる規定 
 

 



（参考資料）
１．年別輸入・届出数量の推移

２．年度別延べ検査件数
※
の推移

３．検疫所の食品監視員年度推移
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※届出1件当たり複数の検査項目を実施している場合があることから延べ数とした。 
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